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広報紙に関してのお問合せは、☎ 65・1082 まで

編集 後記＊
Editorial Postscript

　９月 13 日の日曜日、初めて九州国立博物館に行ってきました。も

ちろんお目当ては、昔、社会の教科書で見た奈良・興福寺の阿修羅像。

　連日、もの凄い数の見物人が訪れるとあって、友人３人と早朝一

番乗りを目指して開館１時間半前に着いたものの、既に駐車場は満

車、入館口には 500m 近い行列が。開館してからも、待つこと 30

分、やっと生の阿修羅像を間近で見ることができました。その姿は、

１千数百年前の人が作ったとは思えないほどで、“素晴らしいものが

見れて幸せ”と思わず手を合わせ、感謝してしまうほどでした。

　芸術の類に造詣のない私ですが、“昔の人々がどのような思いでこ

の阿修羅像を作ったのか”などを考えると非常に感慨深いものがこ

み上げてきます。今回の阿修羅像を始め、先人の残した様々な遺跡・

遺産は、何もない時代になし得たからこそ、見る人々に

感動を与えられるものを持っているのではと私は思います。

　これら人類の宝のみならず、地球そのものをしっかりと後世に

伝えていかなければと誓いを新たにした９月でした。（斉藤）

▲
▲

▲

もう 30 年近くなりますが、毎年５月の初旬になると、庭の槙の
木の根元に私の母の代からの思い出の花、ガーベラが綺麗に咲き
ます。今年も楽しみに咲き誇った花々を見ていると、なんと一本
の茎に二つの花を付けたガーベラがあるではありませんか。あま
りの不思議さに思わず写真に撮りました。生まれて初めて見まし
たが、この珍事に“何かいいことがあるのかも”と期待しています。

▲

「山鹿灯篭踊り」
和田 英敏 さん撮影

カ メ ラ　　ニコンＦ 4（ストロボ使用）
絞 り　　F5.6 オート 
フ ィ ル ム　　コダック

驚 き !! 双子のガーベラが咲きました！
大谷典子さん（土師二）投稿記事

今年も、桂川町住民センターでは８月 31 日～９月６日までの一週
間、小学６年生の子どもたちが集団生活を体験する通学合宿が開催
されました。今年は、男女計 25 名が参加し、寝食などを共にする
ことで友情を育み、協調性や規律を守るといった自己研

け ん さ ん

鑽ができま
した。また、子どもたちの指導にあたった多数の地域ボランティア
スタッフとも世代を超えた絆を結ぶ、実り多い一週間でした。

友 情と絆を深めあった一週間！
平成21年度	通学合宿・野外体験キャンプ


